カシメ技術を利用した床束の開発
大阪産業経済リサーチセンター　主任研究員　肥山正秀
	株式会社 小林シャーリング工業所
事業内容:配管用金属製品・住宅建材等の製造販売
従業員数:5人
所在地: 大阪市生野区巽西3-8-10.
http://www.koba-sha.co.jp/


経営革新のきっかけ
木造住宅の建築現場を覗くと、床梁を支えるジャッキ様の金属製品を多数見かける時があります。これは床束(ゆかつか)と呼ばれるもので、最近の日本建築などでは欠かせないものとなっています。今回の革新事例では、この床束の製法を転換し、強度を高め、価格を安くした製品を開発して革新に取り組む姿を紹介します。
開発のきっかけ
株式会社小林シャーリング工業所(以下、当社と略)はS36年創業、S45年設立し、創業当時は社名の通りシャーリング加工を得意としていましたが、その後、受注品の変化に伴いプレス機、パイプベンダー機などを導入して、プレスや曲げ加工、中でもカシメ技術を得意として発展してきました。主力製品はパイプフレキシブル管製造、フランジ管カラー、フレキ管ブレード押え等フレキ管部品が80%を占めています。
平成7年の阪神淡路大震災のおり、被災した友人宅を訪れ、崩壊した家屋の床束の手抜きや破損をみて、その重要さを感じたそうです。特に既存の床束が水平方向の揺れに弱く、その原因が溶接箇所にあることを突き止めました。
床束の問題点
　床束は、ターンバックルと呼ばれる部品と、その両端に取り付けられた床梁と基礎に接するプレート板(平面あるいはL字等)を雄ネジ材に溶接した部品によって構成されています。ターンバックルを回転させると両サイドが回転方向によって伸び縮みして長さを調整し、これによって床と床梁との間で支えるものです。そして、支持した状況を固定するためにターンバックルの両端2箇所を緩み止めのナットで締め付けます。
このボルトとプレート板との接続には、一般的に溶接が行われています。溶接部分は、溶接による熱変成や溶接技術等による①ブローホール・ピンホール、②融合不良、③スラグ巻込み、④溶接割れ、⑤ アンダーカットなどが発生して溶接部が弱くなることがあり、多くの輸入品にはこの問題がしばしばみられるようです。この溶接の問題が、震災時に問題となるのです。(専門用語はネット検索等を参照ください)
カシメ製法による床束開発
社長は、床束について、「家の床下は表からは隠れた場所の為、普段は忘れがちですが一番大事な場所なのです。人間で例えるなら足です。足が丈夫でなければ体を支えることが出来ません。表面の飾りも大事ですが、やはり脚下をしっかり丈夫にする事が大切です。」と語っています。この考えに基づき、開発に当たって3つの方針を掲げました。
1 カシメ技術を使い、既存品より強い強度を持った床束
2 部品点数を減らした床束
3 海外品よりも安い価格の床束
当社の床束を既存のターンバックルタイプとの比較で、端的に姿を表現すると、ターンバックルタイプを真ん中で切断し、切り口に床梁を支える大引き受け具プレート板がついていているようなイメージとなります(写真)。溶接の弱点を解消するために、カシメ技術は3箇所で使用されます。材質は、長期間の防錆性に優れるステンレスを採用しています。
○床梁と接する大引き受け具プレート板とターンバックル部材の接続は、プレート板の真ん中を絞りでパイプ状とし、パイプ構造のターンバックルとをカシメで接続しています。この接続構造のため、上下を固定した後でもターンバックル部を回転させることで高さ調整ができるようになっています。これにより、雄ネジ部材、雌ネジ切りと固定用のナット及びワッシャを削減しています。
○ターンバックル部の雌ネジ部は、六角ナット(市販標準品)をパイプに強固にカシメています。このため、ねじ切りを不要とするとともに市販のナットを使用することでコストを下げています。
○接地部のプレートと雄ネジ材(太さ14mm)の接続には、六角ボルトの頭部と支持板をカシメています。
　このようにして完成した商品名「ツカエース」には、次のような特徴が備わっています。
○座屈強度が高く、市販の鋼製等では2,455kgf程度からに対して、7,495kgfある。
○作業性に優れる。一般的な束ではターンバックルを回転させて調整後に上下2箇所をナットで固定する。「ツカエース」は接地側のプレート板と一体のナットを回転させて調整後、1箇所をナットで固定する。
○価格は市販より安価か同水準に設定
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「ツカエース」
おわりに
社長は、地震被害に接したとき、その対策部材である床束の弱点に気づき、そこに自社のカシメ技術の可能性を見出したのが経営革新のポイントといえます。当社は以前から、自社製品を持つことに意欲的で、世の中のニーズを自社技術と結び付けようとする姿勢があったからと言えます。世の中に広まっている物を、自社技術で製法転換する試みは他の企業にとっても有意義な示唆となるものだと思います。
当社は今、鋼製品も品揃えに加え、本格的な販売に努めています。しかし、新参者ゆえの知名度不足という課題があり、その解消のために積極的に展示会等に出品しています。展示会等で接する機会があれば、気軽に声をかけて欲しいと、社長は願っています。最後に、ご多忙な中、ヒヤリングにご協力いただきました代表取締役小林良信様に感謝いたします。
